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資　料

イン ドネシア にお け る 自閉症児教育の実態 と課題に関する研究

　　　 一西 ジャ ワ州都市部教員の イ ンタ ビ ュ
ー調査 を通 して

大部　令絵 ・鄭 仁豪 ・野呂　文行

　本研究は 、イ ン ドネシ ア の 自閉症児教育 にお ける実態と課題を明 らかにす る こ と を

目的 とし、 自閉症児が 在籍して い る知的障害特殊学校 、 イ ン ク ル ーシ ブ学校 、 自閉症

児教育施設の 教員 13名に イ ン タ ビ ュ
ー
調査 を行 っ た。そ の 結果、教育 の 実態 と して 、

基本的に は 自閉症児の 特性 を考慮 した教材 や教育 内容が採 り入れ られ てお り、教員は

外部の 教育関連の 専門家や教員 と連携 して い る こ と、また、保護者 と の 連携と家庭で

の 教育を重視 して い る こ とが 明らかに な っ た 。

一
方、課題 として は、知識や経験 を蓄

積す るため の教員や 関連専門家 に対す る研修機会が不足 して い る こ と、保護者の 障害

に対す る理解が十分で は な く拒否的な態度がみ られ る こ と、 設備 、 教具、カ リキ ュ ラ

ム などの 教育資源が不足 して い る こ とが明 らか とな っ た 。 こ の こ とか ら、イ ン ドネシ

ア の 自閉症児教育 にお い て は 、 教員や専門家の 資質向上 の 機会 の 拡充な どの 教育面で

の 支援 と保護者等の 適切 な障害理解に向けた環境 面で の 支援が必要で ある こ とが示唆

され た 。
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ー ・
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1，はじめに

　近年、イ ン ドネシ ア で は、特別なニ ーズの あ

る子 どもの 教育へ の 関心が 高まり、法整備 をは

じめ、政 府に よる 各種 政 策が展 開 され て い る

（Abin ， 2003）。 イ ン ドネシ ア における特殊教育

の 基本的事項 を定め た 1991年第72号大統領令に

よる と、特殊教育 の 対象は、視覚障害 、 聴覚障

害、知的障害 、 肢体不 自由、社会的不適応 1 ） 及

び重複障害で あ り、自閉症 は特殊教育の 対象 と

して 明確に位置づ けられ て い な い 。 しか し近年、

一般大衆向けの新聞 （Bangka　Pos ， 2009；Media

Indonesia，2009 ；Kompas ， 2008；Suara　Murdeka ，

2005等）や雑誌 （Barnbang，
2008 ；Tempo ， 1998

等）で 自閉症が と りあげられ る よ うに な り、自

閉症児 の 教育 問題に社会的関心が集 まっ て い る

（竹内 ・山本 ・久富，2006）。 また 、 資産家が 設

筑波大学大学院人 間総合科学研究科

立 した財団が、自閉症児教育 を専門 とする私立

の 特殊学校 を設立する よ うに な り、2006年の 時

点 で 、その 数は20校となっ て い る （Departmen

Pendidikan　Nasional，2007a）。 こ れ らの 特殊学

校 は 、 前述の社会的関心や 法律で規定され て い

な い 自閉症児 の 教育に対応する 目的で設立 され

た もの で あ る。 しか し、視覚障害や聴覚障害 な

ど、法的に特殊教育の 対象 と されて い る障害種

別の 既存 の 特殊学校 と比 較する と 、 そ の 数は少

な く、また大都市に の み に設立 され て い る ため 、

多 くの 自閉症児 は教育を受け る機会 を得 に く

い
。

こ うした状況 の 中で 、知的障害特 殊学校

（竹内，2005）、イ ン ク ル ーシ ブ学校、及 び自閉

症児教育施設 （Bambang ，
2008）が、これ まで

イン ドネシ ア にお い て 自閉症児教育の 機会を提

供す る場 となっ て い る 。

　そ の ため、イ ン ドネシア における 自閉症児教

育の 発展 の ため には 、 特殊学校、イ ン ク ル ーシ
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ブ学校、自閉症児教 育施設で の 教育 の 実態 と 、

教員 の 抱 える課題 を明 らかに する必 要が ある 。

それ に よ っ て イ ン ドネシ ア の 自閉症 児教育全 体

に対する重要な示唆が 得られ る と考える 。 しか

し こ れ まで の ところ、実地調査 を基に した、自

閉症児の 教育現場 にお ける教育の 実態や 課題 に

関す る研究は見当た らない 。

　従 っ て 本研究 で は 、イ ン ドネシ ア にお ける 自

閉症児教育機 関を対象 として 実地調査 を行 い 、

指導にお け る実態と課題 につ い て 検 討す る こ と

を 目的 と した 。 具体的には、自閉症児が 在籍 し

て い る知的障害特殊学校、イ ン ク ル ーシ ブ学校 、

自閉症児教育施設にお い て 教 員を対象 に 教育 に

関わ る イ ン タ ビ ュ
ー調査 を行 い 、 教育 の実態、

及びその 課題 を明 らか に した 。

皿．イン ドネシア の 自閉症児教育に つ い て

　国家教育 シ ス テ ム を定め た 2003年第20号憲法

に よ る と、特殊学校 とイ ン ク ル ーシ ブ学校 は公

教育 （pendidikan　forrnal）に 、自閉症児教 育施

設 はノ ン フ ォ
ー

マ ル 教育 （pendidikan　nonforrnal ）

に分類 され る 。 公教 育は 初等教育、中等教育、

高等教育 と体系化 され た教育形態であ り、 ノ ン

フ ォ
ーマ ル教育は乳幼児に対する早期教育の よ

うに 公教育の 枠外に位置す る体系化 され た教育

を指す 。

　自閉症児が教育を受ける場 は、基本的に保護

者の選択に よ っ て 決 まる。 しか し、障害の 状態

に よ っ て は選択 した教育機関で障害児が 受け入

れ られな い 場合 もある 。

　なお 、 障害者に 関 して 定め た 1997年法律 第 4

号に よる と、障害者は 「身体及び／ または精神

の 障害が あ り、その た め に 人間 らしい 生活を送

る こ とが 困難に な っ た り、 それが 人間 ら しい 生

活を送 る こ との 妨 げに な っ て い る よ うな人」 と

定義され て い る （ソ ロ 身体障害者リ ハ ビ リテ ー

シ ョ ン セ ン タープ ロ ジ ェ ク ト， 1998）。

　 1．公教育機関に お ける 自閉症児教育

　イ ン ドネシ ア の 教育制度 は、日本 と同 じく、

小学校 6 年、中学校 3 年 、 高等学校 3年の い わ

ゆ る 6 − 3 − 3 制の 教育年限 を有 し、そ の うち 、

6 年間の小学校教育と 3 年間の 中学校教育が義

務教育で あ る （河合 ， 2004）。 障害児のため の

学校 で ある特殊学校の 形態 も、小学部 、 中学部 、

高等部 と規定 され て い る （河合 ，2004）。

　イ ン ドネシ ア に お け る 学齢期 の 障害児 は約

1，300万 名 と報 告 されて い る が （Sujarwanto，

2004）、 義務教育期 間中に も関わ らず、2006年

現在特殊学校小学部の 在籍児童 数は 42，762名 、

特殊学校中学部の 在籍生徒数は9，402名で あ り、

そ の 中で も私立 の 自閉症児学校は全国 で 20校 、

在籍児童生徒 数は566名 （Departmen　Pendidikan

Nasional， 2007b）に留ま っ て い る 。

　 イ ン ドネ シ ア に お ける特 殊教育 の 課題 と し

て 、教員の 質の 低 さ、学校設備の 不足 、 保護者

や
一

般社会の 障害に対する否定的態度 、 学校に

お ける教育効果の モ ニ タリン グ ・改善シ ス テム

の 未搆築 （Suhermina，2007）、障害児 の 就学率

の 低 さ （河合，2004）、知 的障害特殊学校数の

不足 （長曽我部 ， 2004）が 指摘 されて い る 。

　 2 ．ノ ン フ ォ
ー

マ ル教育機関 にお ける自閉症

　　児教育

　ノ ン フ ォ
ー

マ ル 教育は、乳幼児に対す る早期

教育の よ うに公教育の 枠外 に位置する構造化 さ

れ た教育 を指す 。 ノ ン フ ォ
ー

マ ル 教育 とい う枠

組 み で 自閉症児教育を提供 して い る場 と して 、

自閉症児教育施設が挙げ られる。

皿．方　法

　 1．本研究で対象とした教育機関

　本研究で は 、 自閉症児教 育を行 う以下 の 3 形

態の 教育機関を調査対象 とした 。

　（1）知的障害特殊学校

　イン ドネシ ア の 中央政府に お い て特殊教育を

管轄す る特殊学校開発局 （Direktrat　Pembinaan

Sekolah　Luar　Biasa，2006）は 、 特殊学校を 「特

別 なニ ーズ の ある子 どもに 教育 を行 う責任を負

う、学校の
一

種」 として い る 。 対象として い る

障害種別は先述の 6種で ある 。 知的障害は軽 度

と中度に分け られ、それぞ れ に 対 し カ リキ ュ ラ

ム が特殊学校開発局か ら発行 されて い る 。

　（2）イ ン ク ル ー
シブ学校
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イ ン ド ネ シ ア に お ける 自閉症 児 教 育 の 実 態 と課 題 に 関 す る研 究

　イ ン ドネシ ア にお い て イ ン ク ル ー
シブ教育は

「特別なニ
ーズ のあ る子 どもを、居住 地 に最 も

近 い 通常 学校 で 同年の 子 ども と一緒 に勉強 に

参加 させ る教育サ
ービ ス シ ス テ ム 」 （Direktrat

Pembinaan　Sekolah　Luar　Biasa， 2009）と定義さ

れてお り、 イ ン ク ル ーシブ学校 とは イン ク ル ー

シ ブ教育を行 っ て い る と国民教育省に認 め られ

た学校 を指す 。 イン ク ル ーシブ教育が イ ン ドネ

シアで行われ る ようにな っ たの は近年の こ とで

あ り、 その 多 くは視覚障害児を対象とす る もの

で ある と報告 されて い る （河合 ，2004）。 そ の

ため 、 現在 は 自閉症児を受け入れて い る イン ク

ル ーシ ブ 学校 は少数で ある こ とが推 察 され る

が、2004年 に バ ン ドゥ ン 市で 出された 「イン ク

ル
ー

シブ教育 を目指す イン ドネ シア」の宣言の

中で 、 イ ン ドネシア政府政府はイ ン ク ル ーシブ

教育を推進する考 えを示 して お り （idp　norway ，

2004）、今後 自閉症児 の 教育形態 と して普及 し

て い く可能性 がある 。

　（3）自閉症児教育施設

　本研 究で と りあげる 自閉症児教育施設 とは、

主に個人また は財 団が 設立及び運営する民 間の

施設であ り、 自閉症児
一

人
一人の ニ ーズ に 応 じ

て教科学習及 び 日常生活 ス キ ル獲得の ための 教

育が提供 され て い る 。

　 自閉症児教育施設で は、上記の 公教育にお け

る教育制度や カ リキ ュ ラ ム とい っ た枠組み に と

らわ れ ず、幅広 い 年齢の 児童生徒 を対象 とし、

子 ど もの ニ
ーズ に見合 っ た教育サ

ービ ス を提供

する こ とが 可能で ある 。

　こ うした 自閉症児教育施設 は 、 自閉症が障害

児教 育の 対象 と して法律 に規定 されて い な い 中

国で も設立 されて い る事例が 存在す るが 、 中国

の 施設にお ける課題 と して 、教員や 専門家の 養

成が挙げ られて い る （呂 ・安井 ・白崎，2000）。

　 2．調査対象施設の選定

　イ ン ドネ シ ア の 自閉症児教育に携わる教員 に

よ る指 導 の 実 態や 課題 を明 らか にす る た め に

は 、 自閉症児が 毎年在籍 し、 自閉症児教育に関

する教育の ノ ウ ハ ウが 蓄積されて い る 教育施設

を対象にする必要が あ る と思 われ る 。

　従 っ て 本研究で は 、西 ジ ャ ワ 州に ある以下 の

2 都市にある、 2学校及び 2施設で調査 を行 っ

た 。 西 ジ ャ ワ州バ ン ドゥ ン市は、イ ン ドネ シア

教育大学をは じめ とする高等教育機関 、 教育分

野の 研究機関を多数有 し、 特殊教育に 関 し て も、

それ ぞ れ の 障害種で 国内に お い て 先駆的な取 り

組み を行 っ て い る特殊学校が そ ろ っ て い る （吉

川 ，
2005）。 その ため バ ン ド ゥ ン 市を中心 とし

て、自閉症児を受け入れて 先駆的な教育を行 っ

て い る施設 を対象とする こ とで 、 イ ン ドネシ ア

における 自閉症児教育の 実態及 び教員の 抱 える

課題に つ い て、教育施設に共通の 課題及び特定

の 教育施設に特有の 課題の 双方 を捉 える こ とが

で きる と考えた 。 また 、 4 つ の 教育施設は い ず

れ も資産家が設立 した財団の 運営す る私立 の 学

校及び施設であ っ た 。

　なお、イ ン ドネシ ア は国民が イ ス ラ
ーム 、キ

リ ス ト教、 ヒ ン ズー教、仏教 と い っ た 4 つ の 宗

教の い ず れか を信仰 する こ とを国是 と して お

り、宗教省所轄 の 学校や 宗教的背景をもつ 施設

も存在す るが 、 本研 究では 、宗教 的要因は検討

しな い 。 し たが っ て 、本研 究 の 対象 となる教育

機関は、宗教省所轄の 学校で は な く、また宗教

的背景を持たな い 財団の 運営す る教育施設 を対

象 とした 。

　 3．バ ン ドゥン市の 調査対象校

　 （1）A 特殊学校

　オ ラ ン ダ植民地時代に 創設 された、イン ドネ

シ ア で 最 も古 い 知的障害特殊学校で あ っ た 。 現

校長は イ ン ドネ シ ア教育大学の 教員で あ っ た 。

155名の 児童生徒の うち 、 最 も多い 障害は ダウ

ン症 の 69名 、 自閉症 の 疑 い の ある 者を含め て 自

閉症 児は ll名 、そ の 他 の 障害児が55名で あ り、

教員数 は29名で あ っ た 。幼稚部、小学部、中学

部、高等部の 他 に、 日本の 特別支援学校専攻科

に あた る 、 木工 制作 や機織 の 技術 を学 ぶ 課程

（ク ト ゥ ラ ン ピラ ン〉が設け られ て い た 。 こ の

課程 に つ い て は、高等部段階卒業以上 が 対象年

齢 とな っ て お り、修了年限は設け られ て い な い 。

また寄宿 舎を併設 して お り、調査時点で 、 40名

ほ どの 児童生徒が利用 して い た 。
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　（2）B イ ン ク ル ーシ ブ学校

　主に 自閉症児を中心 と した障害児 と健常児 の

イ ン ク ル ーシ ブ教育 に取 り組 む学校 で あ っ た 。

在籍する子 ど もの 全体数に つ い て は 回答が得 ら

れなか っ たが 、 自閉症児を含む障害児数は 9名 、

教員数は 21名で あっ た 。 幼稚部 と小学部があ り、

イ ン ク ル
ー

シ ブ の ク ラ ス で は 2名以上 の 障害児

を受け入れる こ と、補助教員の 配置を検討す る

こ ととい っ たイ ン ク ル ー
シブ教育の ため の 規定

を学校独 自に定め て 活動 して い た 。 勤務する 教

員 は教育学部以 外の 出身者 が多 く、 採用後 1 ヶ

月の 問イ ン ク ル ーシ ブ教育に 関する研修を受け

る こ とが 義務付け られて い た。

　 4．ボゴ ール 市の調査対象施設

　（1）C施設

　ボ ゴー
ル市北西部 に位置す る ボ ゴー

ル 農科大

学居住地 区内に 建設 され た 自閉症 児教育施設で

あ っ た。調査時点に在籍 して い た子 ど もは 2 名 、

教員数も 2 名で あ っ た 。 設立者は現在農科大学

の 教員で あ り、 自閉症児教育の 専門家で は なか

っ たが 、 子 どもの
一

人が 自閉症児 であ る こ とを

きっ か け に施設 を設 立 した 。 設立 当初か ら個別

指導を行う教室を開設 し、 近隣か ら 7 名の 障害

児 （うち 1名は肢体不 自由児）が通所し 、 また

障害児教育専門の 3 名の 教員 と 2 名の ア シ ス タ

ン トが 勤務 して い た 。 しか し 1年後、授業料の

経済的負担 や保護者 の心理的負担等を理 由に 5

名が通所をやめ 、それ に伴い専 門教員の 継続的

な雇用が出来な くな っ たため 、それ 以 降は ア シ

ス タ ン トをして い た 2 名が教員 と して 勤務 して

い た。C 施設 を運 営す る 財団長に 施設 の 対象者

に つ い て尋 ね た と こ ろ 、 C 施設で は対象年齢は

特に定め て お らず 、 また富裕層以外の 家庭の 自

閉症児 に教育 を提供する こ とを施設の 使命 と し

て い る、とい う回答が得 られた 。

　（2）D 施設

　自閉症児 とそ の 他 の 特別なニ ーズの ある 子 ど

もが社会や 国で 自立 し就労す る様 に育成す るた

め の 自閉症 児教育施設で あ っ た 。 調査現在、在

籍 して い た子 どもの 人 数は 16名 、 教員数は 6名

で あ っ た 。 C施設 と同様 、 施設設立者の 子 ど も

が 自閉症児で あ っ た た め 、自閉症児教育の 場 と

して施設が創設 された。 自閉症児に 対す る教育

サ ービ ス として通所の 指導及び ホーム ス ク
ー

リ

Table　1　質問項目 と内容

質問項 目 質問内容

●あなた の お名前を教えて くだ さい 。

●あなたは教師の お仕事をは じめ て 何年 に な りますか ？

基本情報 ●あなた は こ の 学校に 勤 め て 何年に な ります か P

●あなた の教員資格につ い て 教 えて くだ さ い 。

●障害児教育に つ い て は どこ で学 びましたか。

●児童生徒一
人ひ とりの ア セ ス メ ン トは ど の よ うに行 っ て い ますか ？

計画 ●指導計画は ど の よ うな内容 で、また どの よ うな方法 で 作成 して い ますか ？

（Plan） ●児童生徒 の 家庭生活に おける状況 の 把握 は して い ますか ？

●保護者 の 教育的 ニ
ーズ の把握は して い ますか ？

実

態

実施

（Do）

●普段 どの よ うな指導方法を用 い て い ま すか ？

●教科書や 教材 ・教具 は ど の よ うに使 っ て い ますか ？

●家庭 で の 取り組み へ の 指導 ・助言は して い ますか ？

評価

（Check）
●児童生徒 の 到達度の 評価は どの よ うに行 っ て い ますか ？

改善 ●授業後 の 評価を基 に 、 カ リキ ュ ラ ム の 改善を行っ て い ますか ？

（Action） ●授業後の 評価 を基 に、教員自身が 指導力を向上 させ る こ との 出来る機会は あ りますか ？

課題 ●現在行われ て い る 自閉症児教育につ い て、お気づ きの 問題点はあ ります か ？
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ン グ （施設 で 行 っ て い る指導と同様の 内容の 指

導を提供す る家庭教師の サ ービ ス ） を提供 して

い た 。 D 施設の 事務担当者に 対す る質問、及び

パ ン フ レ ッ トか ら、 D 施設で は対象年齢、及び

対象とす る経済層 は限定されて い ない こ とが明

らか とな っ た 。

　 5 ．調査の実施 及び質問項目

　調査対象校及び施設にお ける 自閉症児教育の

課題 を 、 実態を踏まえた上で 明 らかにす るた め

に、筆者 は2006年 6 月30 日か ら 7 月31日の 1 ヶ

月間現地 に滞在 し、 調査対象施設の教員を対象

に、教育活動の 実態 と課題 に関す るイ ン タ ビ ュ

ー調査を行っ た 。

　本研究の 質問項 目は 、 調査協力者の 基本情報 、

自閉症児教育の 実態に 関す る質問、自閉症児教

育の 課題 に関する質問の 3 つ の 側面か ら構成さ

れた （Table　1参照）、

　本研究で は、実態に 関す る質問の 大枠 として

計画 （Plan）一実施 （Do ）一評価 （Check）一改善 （Ac −

tion）と い う 4 つ の カ テ ゴ リが設け られ た。イ ン

ドネシ ア で は 、 学校教育プ ロ セ ス の モ ニ タ リ ン

グ及び評価 に必要な項 目の
一として 「継続的な

評価 と改善」が挙げ られて い る （中矢， 2005）。

現場 の 指 導実態 を継続 的 に検 討す る に あた っ

て は 、 学校教 育を計画 （Plan ）一実施 （Do ）一評価

（Check）一改善 （Action）と い うサ イ ク ル （以下

PDCA サ イク ル ） と捉 え、そ れ ぞれの 段 階で の

取 り組み を明 らか にす る方法の有効 性が示唆

されて い る （猪熊 ， 2006）。 教育分野に お け る

PDCA サ イクル を用 い た 評価 は 、 指導 と評価 を

繰 り返 して教育の 改善を図る こ とを重視 して い

る点にお い て そ の 有効性が認め られ て お り （愛

知県総合 教育 セ ン タ
ー

， 2006）、 企業や 政府 な

どの行 うプロ ジ ェ ク トの 評価や 改善 に も幅広 く

用い られ て い る モ デ ル で ある （川内， 2006；浅

田 ，
2004）。 従っ て 本研究に お ける質問内容は、

PDCA サ イ ク ル の 段階別 に イン ドネシ ア の 発達

障害 を含む知的障害特殊学校の 実態 と課 題を分

析 した先行研究 （北村 ， 2004）を参考 に作成さ

れ た 。 また 、 自閉症児教育にお ける課題 を明 ら

か にするた め に 、 現在行わ れて い る 自閉症児教

育の 課題を問 う質問が設け られた 。

　質問項 目は 、障害児教育を専門とし、か つ 日

本 に 3 年以 上 の 留学経験 を有 し 日本語が堪 能で

あるイ ン ドネ シ ア 人大学教員 1 名と、イ ン ドネ

シア語 に よる 日常会話及 び
一

般的な文章 を翻訳

する能力を有す る筆者で 質問の 表現等を検討 し

翻訳を行 っ た。

　 6．調査協力者の 選定

　本研究で は 4 つ の調査対象施設に勤務す る教

員の うち、調査時点 にお い て 自閉症児の 教育 に

携わ っ て い る者を調査協力者 と した 。 結果 とし

て 、 A 特殊学校 8 名、　 B イ ン ク ル ーシ ブ 学校 2

名、C 施設 1 名、　 D 施設 2名の計 13名の教員 が

イン タ ビュ
ー
調査 に参加 した 。 教員の 性別構成

は、A特殊学校の 1名を除 き、12名全 て の 調査

協力者が女性 であ っ た 。 勤続年数 （調査対象施

設 にお ける勤務年数）、 及 び教職経験年数 （調

査対象施設に お ける勤務を含め 、 教育機関に勤

務 した年数）は、ともに 1 年未満か ら19年以 上

とい う結果 とな っ た 。 また、勤続年数 と教職経

験年数が同年数で ある調査協力者が 13名中 6 名

で あ り、 1 つ の学校 、 施設に長期間勤め る傾向

がみ られ た 。 学歴 につ い て 、現行の イ ン ドネシ

ア の 法律 （2005年第 14号憲法）で は、特殊学校

を含め 、教員として勤 めるため には 4 年生大学

を卒業する必要が ある 。 しか し本研究で は、調

査協力者の 中に障害児教育を専 門とす る高等専

門学校卒業の もの も含 まれてお り、また 、 A 特

殊学校以外の 調査協力者 は障害児教育を専 門と

して 履修して い なか っ た 。 調査協力者の プ ロ フ

ィ
ール をTable　2に示 した 。

　 7 ．分析方法

　得 られた回答 は イ ン ドネシ ア人 1名 に よ っ て

逐語録化され た。翻訳 は、まず筆者が草案を作

成 し、最終的に は、日本 に長期にわた っ て在住

し 日本語の 堪能なイ ン ドネシ ア 人 1名、調査対

象施設 へ の 訪問経験 が あ りイン ドネシ ア語 を10

年以上学習 して い る 日本 人 1名 、 及び筆者に よ

り検討 した 。 調査協力者 の 基本情報は 、 性別、

勤続年数、教職経験 、 学歴 、専門につ い て調査

し、分析 した （Table 　2）。教育の 実態 に 関す る
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Table　2　調査協力者の プ ロ フ ィ
ール

対象校　 協力者　　性別　　勤続年数 教職経験　　 学歴 専 門分野

A 1 男 6 ケ 月 1年 6 ヶ 月　　大学卒 体育

2 女 2年 2 年 大学卒 障害児教育

3 女 19年 7 ヶ 月　　19年 7 ヶ 月　　高校卒 障害児教 育

4 女 10年 6 ヶ 月　　13年 大学卒 障害児教育

5 女 4年 4 年 大学卒 障害児教育

6 女 17年 17年 大学卒 障害児教育

7 女 7 年 12年 大学卒 障害児教 育

8 女 6年 12年 大学卒 障害児教育

B 9 女 4年 4 年 大学卒 数学

10 女 1年 3 年 大学卒 物理

C 11 女 1年 4 ヵ 月 4 ヵ 月 高等専 門学校卒　　経済

D 12 女 1年 8 年 大学卒 幼児教育

13 女 1年半 1年半 大学在学中 言語 コ ミュ ニ ケーシ ョ ン

Table 　3　実態に 関する質問 と回答

質問項目と内容

質問項 目 質問内容
回答内容

情報元

ア セ ス メ ン ト
形式

内容

方法

作成方法
計画

（Plan）
指導計画作成 種類

材料

子 どもの 家庭に おけ る 状況 の 把握 把握方法

内容

保護者の教育的ニ
ーズ の 把握 把握方法

保護者へ の 対応

指導形態

指導 指導内容

授業の 工夫

使用方法
実行

（Do）
教材 種類

用意する方法

内容

保護者へ の 教育的支援 教員 の 留意点

支援を行う理由

評価者

評価

（Check ）
指導にお ける子 どもの評価

観点

期間

評価方法

指導内容の 改善
改善内容

　改善

（Action）
改善方法

教員の 能力向上 の 機会
機会の 内容

機会 の 提 供元
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丁able 　4　課題 に 関す る 調査結果

記述的 コ ー
ド バ ンドウン ボゴール分析的 コード

（質問項 目） 大 小 ABCD

未熟な心理学専門家 ○

専門家 専門家の研究力不足 ○

専 門家 に対す る政府の援助が 必 要 ○

設備 の 不足 ○

教具 の 不足 ○
物理的

問題
教材教 具を自費で 用意しなけれ ば ならない ことが ある ○

教員の 給与の 低 さ ○

勤務時間が長 い ○

教育実習の 機会が均 等でない ○

教育実習の機会が足りない ○ ○教員へ

の 支援 特殊学校での指導実習の参加費が高額 ○

教育実習における教材の 不足 ○

保護者の 評価 は子どもに見合っ たもの でない こ とがある ○ ○

教員の 指導が保護者 に受け入 れ られ な い 場合 が ある ○

保護者との意見交換 の 機会 の 不足 ○

子 ともの 家庭 で の 様子を知らない （家政婦とだけで暮らして い る、宿舎） ○
保護者

家庭の事情により、自分で 家庭 で の 養育がで きない （片親、仕事の都合） ○

子ともの 情緒や行動に 関する問題に保護者が対応出来ない 場合がある ○

障害児教育に関する理解が不十分 （子どもの 障害を治る病気と思っ て い る） ○ ○

課題 保護者は子 どもの 障害に よる能力の不足をあまり受け入れない ○ ○

教員自身が自己 の 指導の 改善をするの は難しい ○

自閉症 に関する知識 の 不足 ○ ○

自閉症児教育の 経験不足 ○ ○
教員

心理 学の知識 の不足 ○

教員の 子どもに対する評価能力 の 不 足 ○

教員の 能力向上 に 対する努力不足 ○

カリキ ュ ラム が 子どもの 能力に合わない 場合がある ○教育資

源 国で 定 め た カリキ ュ ラム に は 自閉症児の ため の もの がない ○

子 どもの 障害の 状態に対する専門的な指導を行うた め の支援の不足 ○

国民教 育省 の 学校の 評価 （事務、学校運営、学級経営）が低く理由が不明 ○

行政 の 人 々 は自閉症に つ い て 理解不足で ある 0

国民教育省から資 金や他校との交流の場などを提供して欲しい ○

政府に 自閉症児に対してより強く関心を持っ て ほしい ○

外部機

関
イン クル ーシブ学校 の 比較研究 が 必 要 ○

自閉症児の イン クル
ーシブ 学校 が 少ない ○

自閉症児の特性が他校で は 理解 され て い な い ○

外部機関か らより多くの 情報を得 る機会が 欲しい ○

保護者に障害児 に 関する情報を提供する機会を提供して欲しい ○

地理的な問題 により直接 の 交流 の 難しい 施設が ある ○

回答は、質問項 目 （計画一実施一評価一改善）に沿

っ て 分類 し、回答内容ご と に整理 し、内容の ま

とま りご とに小見出 し （以下 コ ー ド）を付け る

作業 （以下 コ ーデ ィ ン グ） を行 っ た （Table　3）。

課題に関する 回答 は、定性 コ
ー

デ ィ ン グ （佐藤，

2008）を参考に、逐語録 に対 して コ ーデ ィ ン グ

を行 っ た 。 本研究で は 、質問項 目を 「分析的 コ

一 ド」 と し、そ の 後、それぞれの 回答 を記述 的

コ ー ド （小） の ラ ベ ル として設定 し、 記述 的 コ

ー ド （小）の ま と ま りとして記述的 コ
ー ド （大）

の コ
ー

デ ィ ン グを行 うと と もに、分析 的 コ ード

の 下階層に置き、 課題 をツ リー構造的 に整理 し

た （Table　4）。
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】y．結　果

　 1．教育 内容の実態に関す る回答の コ
ーデ ィ

　　ン グ結果

　教育内容の 実態に つ い て、得 られた回答 を基

に 、 質問項 目の 分類 を行 っ た （Table　3）。 教育

内容の 実態 に関す る回答は、 4 施設で の 調査結

果か ら、「計画」に 関す る コ ー ドを87、 「実施」

に 関す る コ ー ドを74、 「評価」に 関する コ
ー

ド

を29、「改善」 に 関する コ ー
ドを 50、計 240の 記

述的 コ ー ドを抽 出した 。 そ の うち 、 施設内 、 施

設問で 同一の 内容の コ
ー

ドをま とめ 、最終的に

記述的 コ
ー

ドは全体で 173とな っ た （Table　3）。

　以 下 、質問項 目の 構成で ある 、 計画一実施一評

価 改善の 教育プ ロ セ ス ご とに 結果に つ い て 記

述す る 。

　 （1）「計画」に つ い て

　A特殊学校、B イ ン ク ル ーシ ブ学校で は、保

護者か らの情報や前担任か ら の 引 き継 ぎ情報 に

加えて 、必要に応 じて 、 子 ど もの 教科学力及 び

日常生活 に 関する 様 々 な能力に関する ア セ ス メ

ン トを行 い
、 子 ど もに関す る情報を得て い た 。

また、集 団指導 、 個別指導両 方の た め の 指導計

画が 教員 ご とに作 成 され て い た 。

　C 、 D 両施設 にお い て は 、 他機関の 心理 学者

に よ る診 断や助言、直接的行動観察また は ビ デ

オを用 い た間接的行動観察に よ る独 自の ア セ ス

メ ン トを参考に 、 教育方法 を独 自に模索 し施設

で の 経験 の みを基に した指導計画の 作成や保護

者 との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が行 われて い た 。

　また、い ずれ の 施設 に お い て も、 子 どもの 家

庭 における状況 を把握する ため に家庭訪問を行

っ て い た 。

　以下 、「計画」の 質問に対す る具体的回 答例

を記す。 箇条書 き末尾の 括弧内の 数字は 、 調査

協力者を表す （Table　2参照）。

・よ く両親 と会 っ て 、両 親と話 を し、 時 々 差

　 し支 えが な けれ ば そ の 家 庭 を訪問 し ます。

　子 ど もの 状態 を知 りた い の で す 。 学校で は

　 こ う、家庭で は こ う、 と い う風 に （3，A 特

　 殊学校）。

・
子 どもの 能力が 今 こ の 位で 、家庭 で は こ の

　 よ うに過 ご して い る、と い っ た情報を両親

　 か ら得て 、その 情報を学校教育 に活か して

　 い ます （5， A 特殊学校）。

・最初 は子 ど も全 員の た め の 指導計画 を作成

　 します 。 その 後私 た ちは 個別の も の を作成

　 します （6， A特殊学校）。

・子 ど もたちの 家を 1 件 1 件訪問す る の で す 、

　 私た ちは家庭で の 状況は どの よ うで あるか 、

　 両親 との 相 互 の や り取 りが ど の よ うで ある

　 か 、家庭 で は ど の よ うな こ と を して い る か

　 とい う こ とも見 られ ます。 （中略） また 、 子

　 どもが 進級 す る時 、 クラ ス 担任 は以前 の 担

　 任 と指導計画の 共有 をします 。 （9， B イ ン ク

　 ル ーシ ブ学校）。

・
私た ちは 先 に ク ラ ス 全体 の 学習計画を作成

　 し、そ れ か ら通常の 計 画に あ わせ て子 ど も

　
一

人
一

人 の 指導案 を作成す る の で す （10， B

　 イ ン ク ル ーシ ブ学校）。

・時 々 私 は よ く家 に呼ば れ て 子 ど もの 世話 を

　 します 。 保 護者が 外出 した い 時で す 。 で す

　 か ら私は子 ど もの 家 で の 様子 、 学校で の 様

　 子 を理解 して い ます 。 （中略）こ こ に来 る子

　 ど もは心理 学 の 専 門家 か ら の 観察を段階的

　 に受 けなけれ ば な りませ ん 。 観 察 の 後心理

　 学者 は 、 学 習 活動で 子 ど もに ど ん な手助 け

　 しなけれ ばな ら ない か に つ い て教 えて くれ

　 ます （1ユ， C施設）。

・必要で あれ ば家庭で の 状況 を観 察 し ます 。

　 （中略） こ こ D施設 で は、子 どもの ア セ ス メ

　 ン トの ための 手順 を設 け て い ます 。 ア セ ス

　 メ ン トの 際 に録画し た ビ デ オ も見て 、 子 ど

　 もの 様子 に つ い て 判断 します （12， D 施設）。

　 （2） 「実施」 につ い て

　い ずれの施設、学校にお い て も、実物や絵カ

ー
ド、文字カー ドと い っ た教具 を、視覚手が か

りとして用い て い た 。 また 、 学校で獲得 したス

キ ル を家庭場面へ 般化させ るため に 、 教員は保

護者 と情報共有 を行 い 、家庭で の 子 ど もの 指導

に つ い て 提案 をして い た。

　A特 殊学校 で は、自閉症児が他 児 と一緒 に活

動 で きる よ うにする ため の 声か けを他児に対 し
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イ ン ドネ シ ァ に お け る 自閉症 児教育の 実態 と課題 に 関する 研究

て 行 っ て い た 。 B イ ン クル ーシ ブ学校で は 、集

団指導を行う中で 、 自閉症児に対する複数の 教

員 に よる指導や 、同 じク ラ ス の 健常児に対する

自閉症児 に関す る説明が行 われて い た 。

　以 下 に、「実施」の 質問に対す る 具体的回答

例 を記す。

・（自閉症児は）時に社会的な関わ りをもつ こ

　 とが 難 しい の で す 。 私 た ち はそ の 生徒が友

　 達 と関わ りを持 て る ように 他の 生徒 にお願

　 い をします （1， A特殊学校）。

・視覚教材 を作 ります 。 （中略）視覚教材 と し

　 て の 絵 を描きます 。 更 に よ い の は恐 ら く実

　物を持 っ て くる こ とで す （3，A 特殊学校）。

・両親 と コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン をと ります 。 そ

　 して 家庭 で 日常的 にそ れ （学校で 教えた こ

　 と） を行 うこ とをお願 い します 。 （中略）子

　 ど もに とっ て 家で も学校で も日常的な行動

　 になる よ うに します 。 （9，A 特殊学校）。

・そ の ク ラ ス に 障害 児 が い れ ば 、
ヘ ル パ ー

　 （担 任教員 の 補助 をす る役 割の 教員） と以 前

　の 担任が つ きます ， （中略） （自閉症 児が ）

　 も し勉強 に うま く参加 出来 なければ 、 もし

　 くは他の 子 ど もた ちと 同 じ よ うに 活動 で き

　な い と した ら 、 私た ちは （自閉症 児の ）ク

　 ラ ス メ イ トに （自閉症児で ある）彼が 活動

　 に参加する た め の 方法 に つ い て 説 明 しま し

　 た （9，B イ ン ク ル
ー

シ ブ学校）。

・算 数の 勉 強で 私 た ちは 10の 位 と 1 の 位 の 数

　字の 箱 を作 りました 。私た ちは 自分で 作 り

　 ました が、子 ど もた ち も同 じよ うに 自分で

　作 りました 。 （中略） で す か ら彼 らが作 っ た

　 もの で 、彼 らは学 んで もい ます （10， B イ ン

　 ク ル ーシ ブ学校）。

・全て の 教材 は私が
一

人 で 作 っ て い ます。 （中

　略） こ の よ うな セ ラ ピー
で は、 い つ で も子

　 ど もに 適 した 教材 を用意 し ます （11， C施

　 設）。

・セ ッ トの 道具 、
コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 用 の 絵

　 カ
ー

ド、そ れ を私 た ちは 自分 自身で作 っ て

　 い ます （12， D 施設）。

　（3）「評価」につ い て

　 A 特殊学校で は、学習面 と生活面の ス キ ル に

つ い て観察 し、 同時に子 どもの 能力 を把握す る

ため に既成の テス トや 課題を行 い 子 どもの評価

を定期的に行 っ て い た 。

　B イ ン ク ル ーシ ブ学校で は 、自閉症児が 健常

児 と同 じ尺度 に よる評価 と 日常 的な活動記録の

記述 に よる評価 を受 けて い る こ とが明 らか とな

っ た 。

　C施設及 び D 施設で は 、 教員 は毎 日の 指導記

録や 他機関の 専 門家 によ る定期的 な評価を基 に

子 ど もを評価 して い た 。 また 、 教員 自身は指導

に 関 して 自己 評価する と同時に、指導 に つ い て

同僚と評価 しあう活動 を行 っ て い た。

　以下 に 、 「評価」の 質問に対する具体的 回答

例 を記す 。

・通 常は学期末に評価 を します 。 その 評価 は、

　 既 成の プ ロ グ ラ ム か らの 基 準 とす で に教 え

　 た教材 の 中か ら行 うこ とが で きます （2， A

　 特殊学校）。

・歩 き回 る こ と の 好 きな子 ど もが 自分 の 意思

　 で座 る こ と、 鉛筆 を握 る こ と 、 書 き始 め る

　 こ とに つ い て 、 彼 らに もし進歩が あ っ た ら

　 評価で きます （3， A 特殊学校）。

・私 は毎 日評価を行 い ます 。 授 業 の 後 、 課題

　 を与 え ます 。 子 ど もが与 えられ えた課題 に

　 対 して何 を理解 して い な い か が わか ります

　 （5， A 特殊学校）。

・学問的評価 と解説的評価 で す。解説的評価

　 は、思考力、感情、自立 、 友達と の 社会性、

　 そ して個性等か らの 評価 で す 。 その 評価 は

　 数字 で 表 され る の で は な く、解 説的 に記述

　 され る だけで す 。 （中略） 障害児も健常児 も

　同 じ方法で す （10，
B イ ン ク ル

ー
シブ学校）。

・毎 日子 ど もが出来た こ とに つ い て 報告 を書

　 きます 。 （中略） 6 ヶ 月に 1 回 、 1 年に 1 回、

　 心理 学者な どの専門 家の ような 、 よ り優 れ

　 た 人に よ るチ ェ ッ クを必要 とします （ll，　 C

　 施設）。

・家庭で の セ ラ ピーの 結果 を、実 行 し、彼が

　外 出 した ときや学校 に 行 っ た時 に観察 しま

　す。 （中略）私 た ちは他の セ ラ ピス トと話 し、
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　 教育問題 に つ い て 共有を して 、不足す る こ

　 とが あれ ば改善し ます （12， D 施設 ）。

　 （4） 「改善」 に つ い て

　A 特殊学校及 び B イ ン ク ル ーシ ブ 学校で は、

子 どもの 指導を改善す るた め に他の 教員 と情報

共有や指導案の検討を行い 、同時に外部機関の

心理 学専門家か ら助言 を受けて い た。また 、教

員は バ ン ドゥ ン市や国民教育省か ら提供 され る

セ ミ ナ
ー

や 教育実習に 参加 して 、 自閉症児教育

の 知識や経験 を得て い た 。

　 また、B イ ン ク ル ーシ ブ学校 で は 日常的な活

動記録や他 の 教員 との 情報共有、専門書や テ レ

ビ と い っ た メデ ィアか らの 情報 を元 に教員が教

育の 改善を行 うこ とが 明 らか となっ た 。

　C 施設及 び D 施設で は、教 員同士 が 話 し合 い

を行 い 、毎 日の 指導を子 ども の 到達度に 合わせ

て改善 して い た。また教 員は 自閉症児教育 に関

す る セ ミナ
ー

や 勉強会へ の 参加、専門書に よる

独学に よ っ て 指導改善を図っ て い た 。

　以下 に 、 「改 善」の 質問 に対す る具体的回 答

例 を記す 。

・最初 に校 長 の 働 きかけがあ り、次 に教 師同

　 士 に よ る もの が あ ります 。 私た ちは 自身だ

　 けで は解 決で きな い の で 、同僚 に も働 きか

　 け な けれ ば な りませ ん 。 （中略） バ ン ドゥ ン

　 で は 普段実習が あ ります 。 例 えば教 師が専

　 門家と して 向上 す る ように、普段 か ら指導

　 の 実習が あ ります。そ こ で は専門家を招 き

　 ます 。 その 分野 で権威 の ある人 を （8，A 特

　 殊学校）。

・私た ち も同僚 と 自閉症児教育 の 知識 や 経験

　 に関する情報を共有 して い ます 。 2 番 目に 、

　 勤務時 間外 に ワ ーク シ ョ ッ プ の セ ミ ナ
ー

に

　 参加 します 。 他 の 面 で は 、 例 えばテ レ ビ の

　 トー
ク番組 も手助 け とな ります 。 （9， B イ ン

　 ク ル ーシ プ 学校）。

・も し子 どもと勉 強 して い て 、子 ど もが 暴れ

　 る な ど の 問題 が あ れ ば、他 の 先生 と相談 し

　 ます 。 （中略）知識 を得る た め にセ ミ ナー
に

　 何回 か参加 します 。 そ して 自閉症 に関す る

　 本 も何冊か読み ます 。 （中略）私 は これ まで

　 3 人の セ ラ ピ ス トか ら助言 を得 ました （11，

　 A 施設）。

・教育や 、そ れ に関す る セ ミ ナ ーや 練習 に参

　 加させ られ ます。私た ちは 子ど もた ちや 教

　 育に 関係 する 問題 の た め に 参加す る 必要が

　 あ ります （12， D 施設）。

　 2．課題 に関する回答の コ ーデ ィ ン グ結果

　課題 に関す る 回答 は 、 4 施設で の 調査 結果か

ら45の 記述 的 コ ー
ドを抽出 した 。 その うち、施

設 内、施設問で 同
一

の 内容の コ ー ドを ま とめ 、

最終的に記述的 コ
ー

ドは 39 とな っ た （Table　4）。

　 コ ーデ ィ ン グ の 結 果、「専 門家」、「物理的 問

題」、 「教員へ の支援」、「保 護者」、「教員」、「教

育資源」、「外部機関」 に 関す る回答 が得 られ

た 。

　 「専 門家」 に つ い て は、先述 の 実態にお ける

教育プ ロ セ ス の 中で 計画、評価、改善 に関係 し、

子 どもの 評価や指導法 の 提供 とい う役割を担 っ

て い たが 、 課題 として専門家の 未熟さや研究力

不足が指摘され、こ うした 専門家 に対す る援助

の 必要性が語 られた 。

　 「物理 的問題」 に つ い て は、指導の 実施に 関

係す る、教具や設備の 不足 が語られた 。

　 「教員へ の 支援」 につ い て は、指導の 改善に

関係する 、教員の 能力向上 の 機会が少な い 、 あ

る い は与え られ な い と い っ た課題が挙 げ られ

た。

　 「保護者」につ い て は 、 指導 の 計画 お よび実

施 に関係す る 、保護者 の 経済状況、わが 子の 状

態 や 自閉症 とい う障害に対する誤解や偏見が あ

り、 保護者が 自閉症児を家庭で教育する こ と の

困難性に 関する課題が 挙げ られた 。

　 「教員」に つ い て は 、 指導の い ずれ に も関係

する、教員が 自閉症児 を教育する うえで 必要 と

なる経験 や知識の 不足 に つ い て の 課題が挙げら

れた 。

　 「教育資源」に つ い て は、指導の 計画に関係

す る、自閉症児 の ため の カ リキ ュ ラ ム の 整備に

関する課題が挙げ られ た。

　 「外部機関」に つ い て は 、 国民教育省 をはじ

め とする外部機関の 支援不足 、 障害 に対す る理
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イ ン ドネ シ ア に お け る 自 閉症 児 教 育 の 実 態 と課 題 に 関す る研 究

解の 不足、同種の 施設及 び学校の 不足 などの 課

題が挙げ られ た 。

　以下 、 「課題」 の 質問 に対す る具体的回答例

を記す 。

・道具や 専 門家 が十分で はあ りませ ん 。 もう

　 ひ と つ
、

一
番重 要な の は給料の 問題 で す 。

　給料 はそれ程 高 くはあ りませ ん （1，A 特殊

　学校）。

・教 師 に提供 され る実習の 機会が 、 恐 ら くま

　 だ少 な い の で す。 で すか ら実習に しば しば

　参加 す る 教師 もい れ ば 、まだ実習に 参加 し

　 たこ との な い 教 師 もい るで し ょ う （2，A 特

　殊学校）。

・例 えば カ リキ ュ ラム に 、子 どもの 能力に合

　 わ な い もの が あ ります 。 改善す べ き点も沢

　山あ ります 。 子 どもの 能力 に 丁度 い い もの

　が ある の で す （3， A 特殊学校）。

・私た ちに は ま だ心理 学の 知識があ りませ ん 。

　私たちは、実習す る機 会が沢山設 け られ る

　 こ とを望 ん で い ます 。 そ して 私 た ちが とて

　 も必要 と して い る の は 、イ ン ク ル ーシ ブ学

　校 同士 の 比較研 究 を行 うこ と で す 。 （中略）

　 しか しそ うい っ た研究 は まだあ りませ ん 。

　専 門家 の 力が不足 して い る か らで す （9，B

　 イ ン クル ーシ ブ学校）。

・養護学校で の 訓練 です 。 しか し 1 日に払 う

　お金が高 い の で 出来な い の が明 白で す。 （中

　略） また 、 私 は コ ン サ ル テ ーシ ョ ン を した

　 くて 、心理学 者の と こ ろ に 行っ た こ とが あ

　 ります 。 その 心理 学者の 言葉で 、指導 を試

　 しま した 。 しか し対象児 は そ の 心理学者が

　言 うほ ど能力 は低 くあ りませ ん 。 そ の 心理

　学者 は経験 の 質の 低 い 人で した 。 彼は本 を

　開 きなが ら質問 しま した 。 私 よ りも経験が

　少な い 時 もあ ります （11， C施設）。

・保護者 は （自閉症 児の ）指導方法をあま り

　知 りませ ん 。 セ ミ ナーの よ うな、外部か ら

　の 沢 山 の 情報 が 必 要で す。生徒 の 両親 に 関

　する問題 は、子 ど もの 問題 に つ い て 多 くを

　知 ら な い こ とで し ょ う 。 時 々 そ の よ うな

　 （障害の ある）子 どもの 状 況を受 け入れ ない

両親 もい ます 。 で すか ら 、 保 護者が よ り積

極的 に情報収集する こ とを望 ん で い ます 。

本 を読み 、もし くは セ ミ ナ
ー

に参加 し、ま

た は 他 の 何 らか の 方法 に よ っ て （13，D 施

設）。

V ．考　察

　本研究の 結果か ら明 らか に な っ た 自閉症児教

育の 現場 にお ける実態の うち、本考察で は 、外

部機 関の 専 門家や教員間の 協力、教員と保護者

の 協力、障害特性 を考慮 した教育、の 3点 につ

い て とりあげる 。 外部機 関の 専 門家や教員間の

協力、及び教員と保護者の 協力 は 、 自閉症児の

対 人関係の 促進や就労な どに関す る指導にお い

て 必要 な もの で あ り （園山 ， 2006）、また障害

特性 を考慮 した教育 をと りあげる こ とで、イ ン

ドネシア の 自閉症児教育特有の 実態 を把握する

こ とが で きる と考えた 。 課題に つ い て は、関連

す る と考え られる分析的 コ
ー

ドの まとま りご と

に とりあげ、考察 した 。

　 1．イ ン ドネシア に お ける 自閉症児教育の実

態に つ い て

　（1）外部機関の専 門家や教員 間の 協力に つ い

て

　実態に 関する調査の 結果、い ずれ の 施設、学

校に お い て も計画一実施一評価一改善 とい う指導の

各側面にお い て 、教員は 自分の 所属す る 施設や

学校で専 門的知識 をもつ 他の 教員や、外部機関

の 専門家と協力 し て い た 。 例 え ば 2 つ の 民 間施

設で は 、外部機関の 心理学の 専 門家に、ア セ ス

メ ン トや指導計画作成 など様 々 な側面で 支援 を

得なが ら自閉症児 の 教育 に携 わ っ て い た 。 B イ

ン ク ル ーシブ学校で は 自閉症児 に対応する補助

教員 をは じめ とす る他 の教 貝 と協力 して子 ども

の 指導にあた っ て い た 。 これ らの 施設や学校の

い ずれ にお い て も教員 は 「セ ミ ナ ーに参加」す

る こ とで 自閉症児教育 に 関す る知識 を得て い る

と回答 した。以 上 の 結果か ら、い ずれ の 施設及

び学校 で も、外部機関の 専 門家や他の 教員 との

協力に よ っ て 、 経験や 専門知識 の不足 を補 い な

が ら 自閉症児教育 に携わ っ て い る様子が うかが
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われた 。

　（2）教員と保護者の 協力に つ い て

　本研 究 の 対象となっ たい ずれの 施設、学校 に

お い て も家庭訪問は行われ て お り、ア セ ス メ ン

トの 実施や 指導計画の 作成、家庭で の 指導な ど、

主に計画 と実施の 面で 、 教員 は保護者 と協力 し

て子 ど もの 指導 に携 わ っ て い た 。 「子 どもは学

校 よ り長 い 時間家庭 に い る ため家庭 で の 教育は

重要」 とい う意見もみ られ て お り、教員は保護

者 との 協力を重視し、家庭で の教育の 手助けを

行 っ て い る こ とが明 らか とな っ た 。

　 イ ン ドネシ ア にお い て は 、 国家教育 シ ス テ ム

を定め る 法律の 中で 、家族教育をイ ン フ オ
ー

マ

ル 教育 として 明確に位置づ け て い る。先行研究

で は、例 えばジ ャ ワ農村社会にお ける家族教育

に は 、 先 に述べ た公教育 と して の 学校教育 と親

を中心に 進 め られる家族 に よる教育の 2 つ の側

面が ある こ とが示唆 されて い る （黒柳 ， 1994）。

学校教育に お ける 家族教育 は、ナ シ ョ ナ ル ・ア

イ デ ン テ ィ テ ィ を形成 して い くため の 国民教育

の 観点か ら進め られ て きた もの で ある 。 対 して

家族 に よる家族教育 とは、家族の 生滑慣行の さ

まざまな局面 にお い て 、 必要 に応 じて意 図的に

家族成員として 望 ましい 行動様式を子 ど もに教

える もの で ある 。 こ の よ うに、学校教育 と家族

教育 とい う 2 つ の 教育の 場か ら子 どもの 様 々 な

側面 に つ い て教育を行 うとい う考え方が 存在す

るため 、 イ ン ドネシ アで は、自閉症児教育 にお

い て も家庭 と学校が 協力 して い くこ と の 重要性

が 認識 され やすい と推測 され る 。

　 （3） 自閉症児の 特性 を考慮 した教育 に つ い て

　本研究で は 、 指導 の 実施 の面で、実物や絵カ

ー ド、 文字カ ー
ドとい っ た視覚的な手が か りを

用 い る こ と、な らび に学校 で 獲得 した ス キ ル を

家庭場面で般化させ るた め の 家庭 で の 教育 へ の

支援 が語られた 。

　自閉症児の 特性 と して 、習得したス キ ル が 指

導場面以外に般化 しに くい た め、自閉症児の 指

導 に当た っ て は、単に ス キ ル を獲得す るだ けで

は な く、家庭 との 連絡を密に し 、 日常生活の 中

で 特定 の ス キ ル を使 う機会が どの 程度、どの よ

うにあ り、 また ど の ような支援が必要で あるか

を十分 に ア セ ス メ ン トす る 必 要が ある （園山 ，

2006）。 本研究 の 教員 と保護 者 の 協力 は、 自閉

症児の特性の
一．・

側面 に対応 した教育上 の工 夫で

あ る と考え られ る。

　 2．イン ドネシア に おける自閉症児教育の課

　　題に つ い て

　 （1）「専門家」、「教員」、「教員へ の 支援」に

つ い て

　回答の 分析結果 、 教員 自身の 自閉症児教育 に

関する知識や経験 の不足 が指摘 され た 。 こ れ ら

の 回答は主 に A 特殊学校及 び B イ ン ク ル ーシブ

学校で み られた 。

一
方 、 C施設の 回答 で は教員

の 能力 向上 に 対す る努力不足が課題 と して挙げ

られ た 。 特殊教育 に携 わる教員 の 資質向上 の 問

題 は、教員養成課程の 側面か ら既に指摘 されて

お り （Abin，2003 ；河合，2004）、本研究 の 結

果 も同様の 結果が得 られたと考え られる 。 また、

自閉症児教育に携わ る教員 の 知識や経験の 不足

に つ い て は 、
バ ン ドゥ ン市の 知的障害特殊学校

にお い て 自閉症児教育に携わる教員を対象に し

た研究 （竹内 ， 2005）や 、様々 な障害種別に対

応 した特殊学校 に対する調査 （吉川 ， 2005）の

結果に も示 されて い る 。 従 っ て、自閉症児教育

に お ける 教員の 資質向上 の 問題 は 、 教育の 場 に

関わ らず自閉症児 に携 わる教員全体に お け る 問

題で ある こ とが 示唆 され た。

　 また 、 C 施設か ら、特殊学校で の 教 育実習の

参加費 が高額で ある こ と、D 施設及び B イ ン ク

ル
ー

シブ学校 か ら教育実習の 機会が足 りな い こ

と、A 特殊学校 か ら教育実習 の 機会が均等で な

い とい う内容の 指摘 がみ られた。教員の 多 くが

障害児教育 を専 門 として い る A 特殊学校に お い

て も教員の 経験不足が課題 と されて い た 。 教員

が受けて い る地域の 外部機関か らの 支援 に関す

る質問 にお い て は、市や 国民教育省か らの 支援

を受けて い る と い う回答 はバ ン ドゥ ン市の 学校

の み に み られた こ とか ら教育の 状況や地 理 的環

境 な ど、 地域の 様々 な事情を踏まえた教員の 資

質向上の 機会 の 提供は、イ ン ドネ シ ア の 自閉症

児教育にお ける今後の 課題の
一

つ と指摘で きよ
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　 さら に 、 外部機関の 心理学専門家か ら支援を

受けて い る民間施設で は、専門家 の 知識 や経験

の 不足 が指摘 され 、 専門家に対す る政府の 支援

が必要で ある と述べ られた 。 こ れまで 専 門家 の

不足 に つ い て は先行研究 （Abin，2003）か ら指

摘 されて い るが 、 本研究 にお い て実際に保護者

や教員 とや り取 りをす る中で 経験や知識 に問題

の ある心理 学者の 存在が 示 され て お り、新た に

専門家の 能力向上の ため の 支援策が必要で ある

と い えよう。

　（2）「保護者」 に つ い て

　実態に関す る調査で は、教員と保護者の協力

の 重要性 に つ い て 回答が み られ た 。

一
方、保護

者に 関する課題 と して 主 に 特殊学校か ら、子 ど

もの 障害に対する理解不足や 、 教員の 指導に対

する拒否 とい っ た内容が挙げ られた 。 保護者 に

関す る課題 は 、 D 施設 、
　 A 特殊学校、　 B イ ン ク

ル ーシブ学校 と、い ずれの 教育機関にお い て も

み られた 。

　 こ う した保 護者 や社 会全体 の 障害に対 す る

理解不足や拒否的な態度に つ い ては、こ れ まで

イ ン ドネシ ア の 政府関係者や 障害児教育専門 の

大学教員に よ り指摘 されて い る （Suhermina ，

2007 ；Sujarwanto， 2004）。 教育や福祉 の効 果的

な実践 は社会の 協力に依存する （三 澤 ・中司 ・

川 間， 1983）た め 、 自閉症に 対する適切 な理解

や 態度 の 促 進 は現代 の イ ン ドネ シ ア の 特殊教

育、と りわけ自閉症児教育に お い て 重要 な課題

で ある 。

　（3）「物理 的問題」、「教育資源」、 「外部機関」

　設備 や教具な どの 不足 に関する「物理的問題」

は、イン ドネシ ア の 特殊教育全体にお い て も指

摘 される問題で ある 。 イ ン ドネシア の特殊学校

の 9割は私立学校で あ り、 財政的に 困難な状況

に ある （Abin ， 2003；河合，2004） こ とが理 由

と して挙げられ る 。

　 「教育資源」や、それを提供す る 「外部機関」

に 関する問題に つ い て も、イ ン ドネ シ ア におけ

る特殊教育全体 におい て 、 イ ン ク ル
ー

シ ブ教育

の概念 が、特 定の 特殊教育や
一

般の 教育シス テ

ム における管理職 に適切 に認識 されて お らず 、

そ の ふ さわ し い 認識へ の 改善の 必要性が指摘さ

れて い る （Abm ，2003）。

V［．ま とめ

　本研究で は 、 イン ドネシ ア の 自閉症児教育に

お ける教育現場の実態及び課題 を、 実地調査 を

もとに明 らか にする こ とを 目的 とした 。 具体 的

に は西 ジ ャ ワ 州バ ン ド ゥ ン 市 の 知 的障害特殊学

校、イ ン ク ル ーシブ学校 、 及び ボ ゴ ール 市の 2

ヶ 所の 自閉症児教育施設におい て教員を対象 に

イ ン タビ ュ
ー調査 を行 っ た 。

　調査の 結果 、 イ ン ドネシ ア の 自閉症児教育 の

実態 と して 、自閉症児教育施設や イ ン ク ル ーシ

ブ学校で は教員の 専 門知識や経験 の 不足 とい っ

た課題 に対し、外部機関の 専門家や 他の 教員 と

の 協力に よ っ て 補い なが ら自閉症児教育に携 わ

る こ とで 対応 して い る様子が 明 らか に な っ た 。

また 自閉症児教育に携わる教員は保護者 との 協

力 と家庭で の 教育を重視 して い た 。 さ らに 、 自

閉症児の 教育にお い て視覚的 な手がか りを用 い

る こ とや 、学校で獲得 したス キル の 家庭場面へ

の 般化 に関す る指導など、自閉症児の 特性 を考

慮 した取 り組みがみ られた 。

　一
方、イ ン ドネシ ア の 自閉症児教育の 課題 と

して 、自閉症児教育 に携 わ る教員及び専門家の

知識不足や経験不足、知識や 経験 を得る機会の

不足 及び不均等、保護者の障害 に対する理解不

足や拒否的な態度が 課題 とな っ て い る こ とが明

らか とな っ た 。 以上 の こ とか ら、地 域 ご との 事

情を踏 まえた教育実習や勉強会とい っ た教員の

資質向上の 機会 の 提供、専 門家の 資質向上の重

要性 、保護者に対す る障害 に対す る 理解や態度

の 促 進の 必要性 、 財政的な 困難、 特定の 特殊教

育や
一

般の 教育 シ ス テ ム に お ける管理職 に お け

る 自閉症 児教育に対す る適切 な認識 の 必要性 が

示唆 された 。

　本研究で対象とな っ た施設及 び学校は、規模

の 大小はあれ ど、い ずれ も都市 に設立 された も

の で あ っ た 。 しか し、イ ン ドネシア にお い て 障

害者の 6割以上 は農村地域 に在住 して い る とさ
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れ て い る （東方，2008）。 その た め今後 は都 市

部 だけで な く、農村 地域 における 自閉症児の生

活や教育の 状況 を含め、イ ン ドネシ ア 全域 にお

ける 自閉症児教育の 実態 と課題 を検討す る必 要

が あるで あろ う。

註欄　 1）社会的不適応 （tunalaras ） とは、環境 に

適 した行動が とれ ず、他者 の 行動 の 邪魔をす るな

ど他者 との や りと りに問題 の ある障害を さす 。 こ

の分類は イ ン ドネシ ア独 自の もの で あ り、気 分障

害 （affective　disorders）や 統合失調症 、 胎児性 ア ル

コ ール 症候 群 （妊 娠 中 の 母親 の ア ル コ ール 摂取に

よ っ て 起 こ る 知 的障害）、外傷や 高熱を 原因 と した

情緒障害な ど を含 む （Rahar〔lja， 2006）。
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Current Educational Situation and  Problems  for Children with  Autism  in Indonesia

Norie OBU,  Inho CHUNG,  and  Fumiyuki NORO

  The  purpose of  this study  was  to examine  current  educational  situation  and  problems for children

with  autism  who  are in special schools  for children  with  intellectual disabilities, inclusive schools  and

in other  educational  facilities in Indonesia. The  data was  collected  by interyiew with  13 teachers who

are  now  teaching  children  with  autism.

  The  results  indicated that the  teachers  ofchildren  with  autism  collaborated  with  other  teachers in the

same  school  or specialists from other  organizations,  and  trained children  with  autism  reflect  en  their

characteristics, and  emphasized  the  importance of  parents' cooperation  and  training at home. The  re-

sults  also  revealed  some  problems as  ]ike: The lack of  knowledge and  experience  ofteachers  and  spe-

cialists;  negative  attitude and  non-understanding  ofparents  to their children  and  disabilities; the lack of

educational  resource  such  as  educational  facilities, materials  and  curriculums.

  The  results  suggested  that it is necessary  to provide more  chances  for teachers and  specialists of

children  with  autism  to improve their knowledge and  experience,  to improve  understanding  and  atti-

tude ofthe  parents towards  disabilities.

Key  VVords: children  with  autism, Indonesia, educational  situation,  educational  problems
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